
現場からマインドセットを変える！

〜設備サポートセンター整備事業シンポジウム
という「場」の開発と技術専門職の重要性〜

第10期科学技術・学術審議会研究開発基盤部会 委員

東京工業大学 総括理事・副学長 特別補佐

広報・社会連携本部 教授

江端 新吾

2019.6.6
第10期科学技術・学術審議会研究開発基盤部会
第1回@文部科学省

資料４－６
科学技術・学術審議会

研究開発基盤部会 （第１回）
令和元年６月６日



国立大学法人における共用事業を全国へ展開する“場”
「設備サポートセンター整備事業シンポジウム」の立ち上げ

（略）

（第1回報告書P.2〜3より）
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全国の共用ノウハウを共有する“場” がなかったことから，現場主導で平成26年当初に企画



国立大学法人における共用事業を全国へ展開する“場”
「設備サポートセンター整備事業シンポジウム」の立ち上げ

第１回「大学の研究基盤戦略を考える〜設備共用の未
来〜」＠北海道大学（H27.1）参加者：約80名

第２回「大学における新たな設備共用体制を目指して
〜地域連携による設備サポートの新たな展開〜」＠鳥
取大学（H28.1）参加者：約100名

第３回「共同利用に向かう教育研究設備の今後の展望
を探る〜求められる設備マネジメントとは〜」＠名古
屋工業大学（H29.1）参加者：約200名

第４回「研究・教育支援に対する設備サポート事業の
役割を考える〜研究・教育の活性化と学外連携に応え
る人材育成〜」＠東京農工大学（H30.1）
参加者：約150名

第５回「設備サポートセンター整備事業をどう成長さ
せるか〜設備サポート活動の先に見えてきたものとた
ちはだかるもの〜」＠岡山大学（H31.1）
参加者：約150名

第６回＠宮崎大学で開催予定（R2.1）

全国の大学での研究基盤共用の意識を高め，グッドプラクティスや課題の共有が実現
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シンポジウムにおける課題の共有と課題解決のための議論

【第1回シンポジウム（H27.1）における課題】
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（平成27年3月）

(https://www.gfc.hokudai.ac.jp/wp-content/uploads/2019/05/SymposiumReport_201503.pdf)

• 技術人材の不足および育成プログラムの必要性
• 事業採択校間および地域における連携の増進
• 共同利用料金の設定および共同利用予約システムの整備

【提言（学術機関課，研究開発基盤課へ送付）】



シンポジウムにおける課題の共有と課題解決のための議論
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課題 提言

第2回
@鳥取大
(H28.1)

• 地域連携におけるコミュニ
ケーションの重要性

• 大学間連携における情報共
有の重要性

• 技術者人材の育成と待遇の
あり方

• 地域創生に貢献するため設備サポートを介した地域連携を
推進すべき

• 設備共用を維持，推進するためには技術職員の役割が大き
く，技術職員の持続的な人材育成体制の構築が必要

• 技術職員のモチベーションを高め，より高度な支援を行う
ためにもキャリアパス形成が必要であり，そのための施策
による支援が不可欠

第3回
＠名工大
(H29.1)

• 設備マネジメントの重要性
• 技術者人材の育成と待遇の

あり方

• 大学における設備共用を推進するためには，トップダウン
による全学的な設備マネジメントを構築する事が求められ
る

• 研究内容を十分に理解し，かつ，大学の研究戦略も意識で
きるマネジメント人材の配置，及び，そのスキルの伝承が
必要

• 現場に即していないエフォート管理方法や教育に対するエ
フォートの充当不可などの問題を解決するような制度設計
が必要

• 設備共用に携わる学内関係者に対し，適切に評価が為され
るような人事評価制度の構築が求められる

第4回
＠農工大
(H30.1)

• 大学の研究・教育力に繋が
る設備共用の取組の在り方

• 人材育成のための大学組織
の在り方

• 大学の教育・研究力向上のためには共用設備機器の活用と，
研究教育を連携する体制作りが必要

• 真の意味で人を育てるには，学内外の情報交換と，そこに
関わる技術者の交流が必要

• 各大学それぞれに合った研究支援組織体制の構築と，それ
に関わる技術職員制度の仕組み作りが必要



研究基盤共用・技術職員のあり方における議論の”場”

先端研究基盤共用促進事業シンポジウム 技術職員の全国情報交換会

「新共用事業連絡協議会」の発足
幹事校：JAMSTEC・高知大学，金沢大

学，熊本大学，北海道大学
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「技術職員有志の会」の発足
全国の技術職員に関する現状データ等を収集

• 総合技術研究会（参加者：約800名）

• 機器・分析技術研究会（参加者：約200名）

• 実験・実習技術研究会（参加者：約800名）

（http://www.ccr.nitech.ac.jp/tech/lsgijyutubu/lskenkyu.html）



研究基盤(設備･人財)に関するマインドセットを変えるために
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◯統括部局のあり方・役割の重要性

• 統括部局の役割は各大学の統一的な窓口として大変重要
• 大学の象徴（ワンストップ窓口）としての整備が必要
• 共用システムを確立するための教員，技術職員，事務職員，URA等をTeamとして機能

させ，様々な事務コストを軽減する機能を強化する組織であるべき
• さらに関係する人財を養成するためのプログラムを提供する拠点であるべき

◯コアファシリティとしての部局機能のあり方・役割の重要性

• 各分野の専門的な共通機器，技術ノウハウの集約化により，特にまだ大きな予算が取れ
ない若手研究者の研究環境を組織として提供（テニュアトラック制度等との連携）

• 統括部局と現場をつなぐ中間レイヤーとしての各部局の役割が大変重要
• コアファシリティをマネジメントする人財（技術職員やURA等）を養成することが急務

◯研究基盤戦略の策定

• なんでも共用すれば良いというものではなく，先端性，収益，利用率（ニーズ），研究
に対するインパクト等の研究基盤IR(Institutional Research)に基づき，戦略的に整備
することが重要

• 場合によっては設備を廃棄する，共用をしないなどという「戦略的な選択」が必要
• 各機関の研究戦略に応じた「研究基盤戦略」を策定することが必要



研究基盤(設備･人財)に関するマインドセットを変えるために
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◯技術に関するデータ収集

• 技術職員やそのノウハウ，研究基盤全体にかかる統一的・体系的なデータベースが整備
されていないため，実態を把握することができていない

• 技術職員の全国的な活動は活発になされているので，本部会を通じて情報を共有するこ
とが必要

• 各大学の統括部局が統一窓口として，研究基盤IRを通じた設備・技術職員の実態を把握
することが必要

• 研究基盤IRによる「現状把握」から各大学の研究基盤戦略の策定につなげる

◯共用を文化にするために 〜トップダウンとボトムアップによる双方向からの意識改革〜

• 共用による学内外のインセンティブが明確になっていないため，現場の負担が大きい
• 共用は，研究者，技術職員にとどまらず，URA，産学連携関係者等，研究に関わる方々，

そして何より事務職員の方々の協力が絶対的に必要
• 各機関に共用を強要する必要はなく，各機関の戦略的な選択に任せる「自由度」が必要
• 研究基盤共用のための「意味のある」ガイドライン等を作成し，共有することが必要
• 研究基盤（設備・人財）に関してステークホルダーが組織として，個人として集まり継

続的な議論の“場”が絶対的に必要

• 全国の共用の整備状況をエビデンスベースで各機関及び本部会に情報提供し，本部会で
の議論を踏まえ「国家的な研究基盤戦略」を策定し，施設・設備・人財が一体となって
共用を文化として根付かせることができる予算配分を実施すべき



参考資料
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◯設備サポートセンター整備事業シンポジウム
• 第1回@北海道大学（ https://www.gfc.hokudai.ac.jp/wp-content/uploads/2019/05/SymposiumReport_201503.pdf ）

• 第2回@鳥取大学（ http://grc1.med.tottori-u.ac.jp/equipment-support/symposiums.html ）

• 第3回@名古屋工業大学（ https://www.nitech.ac.jp/news/event/2016/5360.html ）

• 第4回@東京農工大学（ https://www.tuat.ac.jp/event/general/20180201_01.html ）

• 第5回@岡山大学（ http://fspp.kikibun.okayama-u.ac.jp/symposium ）

◯先端研究基盤共用促進事業シンポジウム
• 第1回「先端研究基盤共用促進事業キックオフシンポジウム(http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/shisetsu/1375523.htm)

• 第2回「平成29年度先端研究基盤共用促進事業シンポジウム」
(http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu25/001/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2017/11/10/1397716_011.pdf)

• 第3回「先端研究基盤共用促進事業シンポジウム2018」(http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/shisetsu/1409390.htm)

◯文献等（一部）
• 大学技術部一覧（技術研究会等）(http://www.ccr.nitech.ac.jp/tech/lsgijyutubu/lskenkyu.html)

• 江端新吾ほか「北海道大学における機器共用政策と研究基盤戦略 :グローバルファシリティセンター構想」（2016）研
究・イノベーション学会第31回年次学術大会要旨集

• 江端新吾・中川尚志「技術専門職実態調査から見える大学等の研究基盤を支えるイノベーション人材に関する状況と課
題」（2016）研究・イノベーション学会第31回年次学術大会要旨集

• 江端新吾ほか（2018）「エビデンスに基づく北海道大学の経営戦略と経営マネジメント人材URA」研究・イノベーショ
ン学会第33回年次学術大会要旨集

• 江端新吾・伊藤裕子（2015）「大学の先端研究機器共用施設の研究活動への効果の把握〜北大オープンファシリティを
事例として〜」NISTEP DISCUSSION PAPER No.113

• Yuko Ito, Importance of inclusive service for corporate use of university research infrastructure in Japan, 
Technology in Society, Vol.43: 240-244, 2015.

• 伊藤裕子「大学の研究施設・機器の共用化に関する提案〜大学研究者の所属研究室以外の研究施設・機器利用状況調査
〜」（2012）NISTEP DISCUSSION PAPER No.85

• 文部科学省：科学技術イノベーションを牽引する研究基盤戦略について（2012）
• 文部科学省：研究組織のマネジメントと一体となった新たな研究設備・機器共用システムの導入について（2015）
• 文部科学省：先端研究基盤共用・プラットフォーム形成事業等における専門スタッフアンケート調査（2015）
• 内閣府：総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会会議資料
• 研究技術支援者のキャリアトラックを考える〜「研究の職人道」を語る座談会URA・研究者・文科省の立場から


